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名古屋大学の卒業生、
現役・退職後の教職員の方々へ

もう１つの「愛知病院」―バングラデシュのアイチホスピタル―
名大史において愛知病院といえば、医学部の明治・大
正期の前身にあたる医学校、医学専門学校、医科大学の
臨床病院の名前が思い浮かびますが、海外にも名大と深
い関わりを持つ「愛知病院」があります。
この病院を設立したのは、名大で学んだモアゼム・ホ
セイン博士です。1962年にバングラデシュに生まれた
ホセイン氏は、同国のダッカ大学医学部を卒業後、1991
（平成3）年に名大に留学、大幸にあった医学部附属病
院分院の伊藤喬廣教授（小児外科学、現名誉教授）の下
で学び、1995年に医学博士号を取得しました。
帰国を前にホセイン氏は周囲の支援者たちに、子ども
を無料で診療できる小児病院を母国に開設したいとの志
を伝えました。当時のバングラデシュには栄養失調状態
の子どもが多く、貧しく治療がうけられずに病気やケガ
などで死んでいくケースが後を絶たない状況でした。小
児科医や医療施設も非常に少なかったのです。

支援者たちは、山田静夫氏を会長、山田悦子氏を副会
長として日本バングラデシュ友好協力会（JBCS）を組
織し、その奔走の結果、愛知県内を中心に1千万円を超
える寄附金が集まり、中古の医療機器も寄附されまし
た。こうしてホセイン氏は、1996年5月、ダッカ郊外に
アイチシシュホスピタルを開院したのです。
小さな4階建てのビルを間借りしてのスタートでした

が、JBCSの献身的な支援と愛知県内などからの寄附金
や医療機器の援助を得て、多くの子どもに無償診療を行
いつつ、規模を拡大していきました。1998年には総合
病院アイチホスピタルとなり、2004年にはホセイン氏
を理事長としてイーストウエスト医科大学及び同附属病
院を設立、その後も発展を続けました。今やアイチホス
ピタルを中心とするアイチヘルスケアグループは、バン
グラデシュ屈指の医療グループに成長しています。
� 〔協力：日本バングラデシュ友好協力会〕
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1　�名大留学時代のホセイン氏（右）。
2　�開院当初のアイチシシュホスピタルの前にて（ホ
セイン夫妻とその子息）。「アイチ」は愛知に由
来し、「シシュ」はベンガル語で子どもの意味。

3　�JBCSのメンバーとホセイン夫妻（2005年）。
4　�バングラデシュの子どもたちを無償診療するホセ
イン氏（右端）。

5　�現在、アイチヘルスケアグループ会長を務める
ホセイン氏（2023年）。同グループは、アイチ
ホスピタル及び3つの医療系大学のほか、日本
企業との共同による病院・事業なども経営して
いる。
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